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本冊子では、和暦と西暦の年月日（1 ヶ月半ほどずれる）を識別するため、旧暦（太陰暦）の年月日を漢数字で

示し、その次に西暦を括弧（アラビア数字）で示しました。 

明治 5 年 12 月 3 日をもって太陽暦（グレゴリオ暦）の明治 6 年（1873）1 月 1 日となり、以降の和暦月日

は現行西暦と同じになります。和暦・西暦の変換は「和暦・西暦変換（年月日）高精度計算サイト」

（keisan.casio.jp/exec/system/1240128137）を利用しました。 

 

注）「個人の利用の範囲をこえて」本冊子に掲載された図・表・写真を二次利用する場合には、松本砂防事務所の
了解を得るとともに、当該資料の著作権者・所蔵機関等に資料の利用許可を得てください。 
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